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「イ ンター アク シ ョン能 力 の習 得 を目指
したイ マー シ ョンプ ログ ラム:98年 度
早 稲 田 ・オ レゴ ンプ ログ ラム での試 み」
宮 崎 里 司
1.は じ め に
1992年度 か ら始 ま っ た 早 稲 田 ・オ レ ゴ ン サ マ ー プ ロ グ ラ ム(以 下 早 稲
田 プ ・ グ ラ ム)は,早 稲 田 大 学 と米 国 オ レ ゴ ン州 諸 大 学(Lewis&Clark
Co11ege,PortlandStateUn主versity,OregonStateUnまversity,
Pac迅cUniversity,UniversityofOregon)の教 員 が,3分 野(Eco-
nomics,Cult皿e&Society,Humanities)でチ ー ム を組 み な が ら,現
代 の グ ・ 一 バ ル 社 会 に お け る 大 き な テ ー マL歴 つ い て,そ れ を 解 決 す る 能
力 を 養 成 す る 異 文 化 問 交 流 プ ロ グ ラ ム と し て 位 置 づ け られ て い る ・96年
度 ま で は オ レ ゴ ン ポ ー シ ョ ン だ け で あ っ た が,97年 度 か ら は,ア メ リ カ
側 の 学 生 の た め に イ ン デ ペ ン デ ン ト ・ス タ デ ィ ー2)を含 む,ヰ 週 間 の 日本
1)メ イ ン テ ー マ は,CoUQquimonJap&neseandAmericanSocietie駅日 本 と ア
メ リ カ の 社 会 を考 え る 〉 で,毎 年 サ プ テ ー マ が 決 め ら れ て い る ・1997年 度 は,Tra-
ditionandInnovation(伝統 と 革 新),1998年 度 はGlobalizationandIdent呈ty(グ
ロ ー パ ル 化 と 自 我)と な っ て い る 。
2)イ ン デ ペ ン デ ン ト ・ス タ デ ィー は,日 本 研 究 の た め の い くつ か の ト ピ ッ ク を
設 定 し,フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ を 含 め た10時 間 の 授 業 を 行 う。98年 度 は 以 下 の7科






語教育プ ・グ ラムを中心 とした東京ポーシ ョンが新 たに加 えられた。本稿
では・98年 度筆者が担 当 した東京 及びオ レゴンポーシ ョンの中 ・上級 レ
ベルで導入 したイマーシ ョンプログラムについて報告す る。
2,パ ィ リンガル教育 とイマー シ ョンプ ログラム
本稿 で紹介す るイマー シ ョンプ ログラムは,目 本 語 に浸す(immerse)
とい う点 では,カ ナ ダな どで行 われ てい るバイ リンガル教育 と似 てい る
が,以 下 の点 で大 きな違 いがある。
1,成 人学習者 を対象 とした短期集 中プ ・グラムである。
2.イ ンター アクシ ョン能力 の習得 と合せ て,自 律学 習のための学習 ス
トラテジーの習得 も目指 している。
3.接 触場面で不可欠 となる社会文化情報の処理 のために,ネ ーテ ィブ
スピーカー とイ ンターアクシ ョンできるアクティ ビティー を導入 し
てい る。
3・にっ いては,社 会文化情報 の処理 のためには,日 本人 とのイ ンターア
クシ ョンが不可欠 である トヒ。ックを扱い,そ うした情報 を持 ち合 わせ てい
ないと,接 触場面 で問題が起 きる可能性がある ものを選 んでい る。 こ うし
た点は・ ネーティブスピー カー とのイ ンターアクシ ョンを必 ず しも要求 し
ていない,プ ロジェク トワー ク と大 きく異 なる ところであ る。2,の学習
ス トラテ ジー に?い ては,学 習者 の習得過程 を誰 が監督 するのか(ネ ウス
トプニー1995)とい う問題 と深 く関わっている3)。Ox£ord(1990)は,学
習者が 自らの言語習得 を監督 す るス トラテジー として,直 接 ことば に働 き





3)Rubin(1992)も,executivecontro1とい う概 念 で,学 習 者 の 言 語 習 得 の 監 督
に つ い て 説 明 し て い るQ
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習得のための条件や環境 を整 える,間 接 ス トラテジー(例 メタ認知 ス トラ
テ ジーや社会 的ス トラテジー午)1に分類 して いる。このプログラム では,習
得過 程で起 きた問題 を,ネ ーティブス ピー カーや他 の学習者 とのイ ンター
ア クシ ョンに よ り調整 し,習 得に必要 なイ ンプ ッ トに大 き く影響す る社会
的 ス トラテジーに注 目し,そ の習得 を 目指す コース をデザイ ンした。 こ う
した特徴 を持 ったプ ログラムが,東 京 ・オ レゴン両 ポーシ ョンで どのよ う
にデザイ ンされたかについて・ 目本人 とイ ンターアクシ ョンす るアクティ
ビテ ィを中心 に説 明す る。
3。 東京ポrシ ョンでのイマーシ ョンプ ログラム
1998年度 の東京ポー シ ョンは,6月22日 ～7月17目 の 尋週 間行 われ,
アメ リカ側 か らの参加者41名 が,日 本語 学習 とイ ンデ ィペ ンデ ン ト ・ス
タディー を行 った。 これ らの学生 は東京 ポーシ ョン終 了後,英 語及び テー
マ科 目を学ぶ早稲 田大学 の学生 と共 に,ポ ー トラン ドにあるLewisand
ClarkCo11egeでさらに5週 聞のプ ロ.グラムが続 け られ た。この東京 ポ
ー シ ョンの 日本語 プ ログ ラムでは,プ ログラムの一部 をイマー シ ≡ンタイ
プのプ ログラム に変えて行 われた。
4)Oxfordが 分 類 し た 社 会 的 ス ト ラ テ ジ ー は 以 下 の 通 り で あ る 。
1質 問 をす る(Askingque5tions)
1-1明 確 イヒあ る レ¥¥?ﾍ?m?F?? ≠ ﾟる(Askingforclari5cationorvehficatiQn
)i-2? ? ｳ?ｵ?ﾄ?烽 轤､(Askingforco?u「ection
)2? ｼ?ﾌ?l?ﾆ?ｦ?ﾍ?? ｷる(Cooperatingwithothers
)2-1? w?K?ﾒ?ｯ?}?ｪ?ｦ?ﾍ?ｷる(Cooper甜ngwithpeers
)2-2? O?糟 黷 ﾉ?ｬ?¥?ﾈ?l?ﾆ?ｦ?ﾍ?ｷる(Cooperatingwithpr姐cientusersofth?
snowLanguage
)3? 獅 ﾌ?l?X?ﾖ?ｴ?訷 ﾚ?? ? ｷる(Emphasizingw正thothers
)3-1? ｶ?ｻ? 揄 ? ｷ?驛 J? ｂ ﾟる(DeveLopingcultura1㎜derstanding
)3-2? ｼ?ﾌ?l?X?ﾌ?l?ｦ?福 竓 ｴ?薰? mる(Becomingawaτoofothers'thought
sandfee里ings
)(?ｳ?ﾋ?ﾊ?f?E?ｺ?I?q? ?w?ｾ?鼕 w?K?X?g?宴 e?W?[?x?}?l社1994?ﾌ?? ﾉ?謔?
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まず トピックであ るが,す べ ての レベル の学生5セ対象 に した,「日本 の
小学校教育」 と,初 級後半 か ら中級 レベル以上 の学生 を対象 に したr大 学
生の就職事情Jの2つ を選 んだ。イマーシ ョンでは,ト ピックの選定 は,
コース をデザ イ ンす る揚 合重 要 な要 素 にな る(尾 崎 ・ネ ウス トプ ニー
1986)。こ うした点 において,二 れ らの トピックは,接 触場 面でのネーテ
ィブス ヒ。一カー とのイ ンターア クシ ョンの中で,い ずれ もよく話題 になる
ものである と判断 したQ
「日本 の小学校教育 」につい ては,日 本 の小学生 が どの よ うな学校生活
を送 ってい るか にっ いて,実 際 に小学校(新宿 区立早稲 田小学校)へ訪 問
し,小 学生や担任 の先生 とイ ンターアクシ ョンす る とい うアクティ ビテ ィ
を導入 した。訪問 の際 には,学 校 の施 設や授 業(3学 年か ら6学 年 の8ク
ラス)の見学 を し6〕,給食 を共に しなが ら,児 童 との交流学習 を体験 させ,
異 文化理解 を促 進 させ た。 こうしたアクテ ィビテ ィを行 う前 の段階 とし
て,英 語 に よる論文や報告 を事前 に読 ませ,関 連 ビデオ等 も見せなが ら大
まかな情報 を把握 させ た。また,小 学校 の関係者(と くに校 長 の伊地敦子
氏 と教頭の酉村健次氏)に,こ うしたプ ・グラムにっいてご理解 いただき・
当 日授業 で使 う教材,98年 度の教員名 と担 当クラスの名 簿,給 食 の献立
表,校 舎案 内図な どを参考 に,学 習者 のレベルに合 わせ て準備学習用 とし
て使用す る ことがで きた。 また,コ ミュニケーシ ョン能 力 の習得 として,
見学す るクラスでの 自己紹介,交 流学習や給食 の際の児童 とのイ ンター ア
51東 京,オ レ ゴン両 ポー シ ョン と も,学 生 を4っ の レベル(Leve11=Begin・
ne蔦,Levd2;Advancedbegi皿旦e器,Leve13=Intermed孟a-e,Levo14:Ad・
vanced)に分 け,オ レゴ ンで は そ れ ぞ れ 一 つ 上 が っ・た ク ラ ス で 目本 語 学 習 を続 け
た ため に,レ ベ ル の名 称 をLeve12卍Level5とし た・
6)各 学年 で 見学 した内 容 ぱ次 の 通 りであ った
3年生(担 任i組 長 田 道子 氏,2組 片 野昭 秀 氏);図 工 ・算 数 「余9の あ る割
り算 」,4年 生(担 任1組 佐 藤 仁 氏,2組 星 衛 子 氏):算 数 「折 れ線 グ ラフ」,5
年 生(担 任1組 井 上 里 美 氏,2組 松 田保 江 氏)=国 語 「麦 畑 」 「同 じ音 の漢
字J,習 字,6年 生(担 任1組 田 口洋 子 氏,2組 長 沼 昌子 氏)=音 楽r合 奏 ラ
バ ー ス ・コ ンチ ニ ル ト,合 唱,国 語 「送 り仮 名 」
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クシ ョン,お 礼 の挨拶,ま た学生代表 による挨拶 な どのアクティ ビティ も
デザイ ンされ,そ れ ぞれ の レベルの担 当教 師に よる練習が行 われ た。イ マ
ー シ ョンプ ログ ラム では,社 会文化能力 だ けではな く,当 然 の こ とな が
ら,文 法能力や コ ミュニケー ション能力 も習得 の対象 に しなければ な らな
い.こ うしたアクティビティを導入 す るにあた り,準 備段 階 で,早 稲 田の
学生 とのbuddysystemは効果的 であ った。 これ は,オ レゴンポーシ ョ目
ンに参加す る学生 とペァになって,勉 強や生活 な どでイ ンター アクシ ョン
しなが ら・ お互 いに助 け合 うシステムであ るが,早 稲 田の学生 には,日 本
語 クラスヘの ビジター,チ ューター,会 話練習 の相手 と して積極 的 に参加
して もらい,学 習者 の 日本 人 とのネ ッ トワー ク作 りを手伝 って もらった。
このシステムは,学 生 か らの評判 も高 かった。加 えて,訪 問 を計 画 した早
稲田小学校 も,こ のプログラムのために積極 的に協力 して くれた。 アクテ
ィビティに必要 な資料 の提供 だけではな く,筆 者 と,校 長及 び教頭 による
2回 の打 ち合 わせ,当 目の児童(早稲 田幼稚 園の園児 も含 まれ る)による出
迎 えや見送 り,そ れに伴 う飾 り付 け,3年 生 か ら6年 生 享での クラス担任
による交流学習 の準備,訪 問 した学 生全員 への 日本茶 による接待,琴 クラ
ブによる演 奏 のア レンジな ど,予 想 以上の周到 な準備 に感心 させ られ た.
しかし・ それ に もま して,日 本人児童 による積極的 な交流学習 へ の参加
は,ア メ リカの学生 に とって,ま た とないイ ンターアクシ ョン能力 を習得
す る機会 となった。効果的 なイ ンターアクシ ョン能力 の習得 には,こ の よ
うに多 くのネーティブス ピー カーの理解 と協力 が必要で ある。 こ うした ア
クテ ィビティ を実行 するためには,コ ーディネーター と他 の 日本語教 師 と
のチーム ・ティーチ ングが不 可欠 であるが,そ のために,4月 か ら定期 的
にワークシ ョップを開き,参 考文献 を読 みなが ら,イ マー シ ョンプ・グラ
ムの基本的 な概念 を勉強 してもらい,共 通理解 に努 めた。
も う一つ のプ ・グラムは,初 級後半並 び に中級 用 トピック として,「大
学生 の就職事 情」 を導入 した.こ れ は,将 来 日本 での就職 を考 え る場合
に,役 に立 っ社会文化(または経済)情報 を処理す るた めにデザイ ンされ た
一201一
ものであった。ゲス ト・ス ピー カー として,早 稲 田大学 の就職課 の堀 田洋
氏 による,「早稲 田の学生 の就職事情,留 学生 の就職事情」 とい うゲス ト
レクチ ャー を主 なア クテ ィビテ ィにしたが,そ の事 前の準備 学習 として,
学生に実 際に就職課 を訪問 させ,企 業 の資料 を閲覧 し・興味 のある企業 に
関す る情報 を集 めるタスクをさせ,さ らに就職課 で求人情報 を調べてい る
早稲 田の学生 にイ ンタビュー を し,就 職 のために どの よ うな活動 を行 い,
どのよ うな意識 を持 っているか,ま た,ア メ リカの大学生 の就職活動 とは
どのよ うに違 うのかにつ いて調べ させ・最後 に・ それぞれ が調べ た内容 に
っいてクラスで発表 させ た。これ とあわせ,理 解 のためのアクテ ィビティ
として,関 係 のある英文 の資料や ビデオ も事前 に見せ情報 を収集 させた。
4.オ レゴンポ ーシ ョンと目本語イマーシ ョンプ ログラム
早稲 田プ ・グラムは,先 に 日本 での 斗週間 のプ ログラムの のち,オ レ
ゴ ンでの5週 間 のプ ログ ラムが行 われ るた め,オ レゴ ンでの学生 の 日本
語学習に対す る動機づ けは当然なが ら低下す る。これ は,日 本 での日本語
学習ほ ど,自 国での学習効果は期待 できない とい う判断 が働 くことに よる
ものである と推測 できる。 しか しなが ら,ほ とん どの 日本語学習者は,日
本 での 目本語学習 を半永久 的 に続 けることはできない ことを考 えた場 合,
日本での習得 と同様,海 外 でどの ようにイ ンターアクシ ョン能力 を習得 ・
維持 してい くべ きか も重要 な問題 になる5こ うした揚合,周 りの学習環境
をよ く見極 め,日 本人 とイ ンターアクシ ョンできる機会 を作 り出すス トラ
テジー(社会的ス トラテジー)が最 も重要 である と思 われ る。今後 はこうし
た自律学習(autonomousleamin9)(Wenden1991)のた めのス トラテ
ジーの養成 が・ 日本語教育 の中で大きな関心事 になってい くだろ う。そ う
した意味で,・オ レゴ ンポー シ ョンでは,海 外 に住 む 日本人 の生活や考 え方
を知 る上 で最 も適 当であ り,そ の地域 に住 む 日本人 との接触揚面 でよく話
題1こな る と思 われ る,rオ レゴ ンの 目本 人 社会(JapaneseSocietyin
Oregon)」を トピックと して選 んだ。幸 いに もポー トラン ド市 は,ア メ
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リカの他 の都市 と比べ て も,目 本 人が多 く在住 してお り,教 室外 でも 目本
人 とのイ ンター アク シ ョンが可能 な環境 が整 ってい た。 統計 によれば,
1996年10月現在,オ レゴン州1こおけ る在 留邦人数 は5228名にのぼ り,
ポー トラン ド日本人商工会 に加盟 している 日系企業 は,会 員,賛 助会員社
を含 め 叫 社,ま た進 出 している 目系企業 は全体 で約180社 に上 って い
た%こ うしたこ とか ら,具 体 的なデザイ ンと して次 の よ うなア クテ ィ ビ
ティを導入 した。
1rオ レゴンの 日本人社 会」(参加 レベル レベル4及 び5)
このセ ッシ ョンは,ト ピックにつ いての基本 的な情報 をえるた め
に,他 のアクティ ビティに先駆 けて行 われ,オ レゴンの 日本人社会
に詳 しい総領事館 の関係者(黒岩哲夫 氏 ポー トラン ド日本国総領事
館副領事)にゲ ス トス ヒ㌧ カーを依頼 した。
2「 ポー トラン ドの小学 校 にお ける 日本 語イ マー シ ョンプ ・グ ラム」
(参加 レベル レベル3,4及ぴ5)
海外 の特徴 ある 日本語教育 プ・グラムの一 つ として,ポ ー トラン ド
にある,リ ッチモ ン ド小学校 の 日本語イ マーシ ョンプログラム担 当
教師 である安藤敦子氏 にゲス トスピー カー を依頼 した。 また,こ の
セ ッシ ョンでは,学 生 にも,語 学教育 におけ るイマー シ ョンァ プ・
一チの効果 について理 解 させ るのが狙 いであ った。
3「 オ レゴン日米協会 の活動」(参加 レベル レベル ヰと レベル5)
オ レゴン州 をは じめ としたアメ リカ北西部在住 の 日本人が,ど のよ
うな地域活 動 に参加 してい るかにつ い て,オ レゴ ン目米協会 か ら,
船木静江氏及び岩下洋子氏 を招 き,小 学校 での 日本 紹介 などのボ ラ
ンティァ活動(JapanontheRoad)や,目米協会(Japan-Amer-




に,現 地 の小学校 で のボ ランテ ィア活動 は,先 の リッチモ ン ド小学
校 のプ ・グ ラム と同様 に,異 文化教 育プ ログラムの一環 として,こ
の地域 の小学 校の 日本 理解(ジ ャパ ン リテラシー)に役立 っているこ
とが分 か り非常 に役立 った。
尋 日本人へ のイ ンタビュー(参加 レベノレ レベル4,5)
ク ラスでのゲス トス ピーカーセ ッシ 三ンや事 前 の学習 な どで,ト ピ
ックの理解 を深 めた学生に,そ のま とめ として・一人 ない しはペ ァ
で,ポ ー トラン ド地域に住 む 日本人宅 を訪 問 させ,オ レゴンの印象
や,日 米 の生活 の違いな どにっいて,イ ンタビュー形式 で情報 を収
集 させた。その結果 をク ラスで 口頭発表 させ,ま た発表 した結果 を
ま とめた レポー トも提 出 させ た。なお,レ ベル4も 同 じよ うなアク
ティ ビティ を導入 したが,ア レンジできる地 域 の 日本人 には限界 が
あったこ とと,こ の時期 は,地 域の 日本人 の多 くが,夏 季休暇 を取
っていたため,代 わ りに,プ ログ ラムで教 えに きていた早稲 国の専
任教 員 で,家 族 とともに来 てい る方 々 をア レンジ し,担 当教員 に調
整 を依頼 した。また,特 にイ ンタ ビューの タス クでは,事 前 に電話
による確 認,及 び イ ンタビュー終了後 に礼状 を書 かせ るな どした。
5フ イール ドトリツプ(参加 レベル レペル3,4及び5)
5.1日 本食料 品店訪問
ゲス トス ピーカーセ ッシ ョン とは別 に,授 業 時間以外 に,2種 類 の
フィール ドトリップ をデザイ ンした。まず,現 地 の 日本人が どの よ
うな食 生活 を してい るか を,ア ジァの食 料 品 を取 り扱 う店(宇和 島
屋)に行 き,日 本食料 品や 日本人 の買 い物 の特 徴 な どにつ いて,実
際 に働 いている 日本人従業員 か ら日本語 で説 明 を受 けた。 また,こ
れ は,英 語 クラス との合 同 のア クテ ィ ビテ ィ に し,早 稲 田の学 生
は,現 地従業員 か ら英語 で説明 を受 けた。
5、2ア メ リヵの 日系企業訪 問(参加 レベル レベル ヰ及ぴ5)
東京 ポーシ ョンで行 われた,「大学生 の就職事 情」 と関連 して・海
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外 での就職事情 を学ぶため,ア メ リカ 日商岩 井のポー トラ ン ド支 店
を訪 問 し,日 本 語 による業務内容 の説 明 を,加 瀬豊氏(米 国 目商岩
井 ポー トラ ン ド ジェネ ラル マネー ジャー)及び村 田吉 章氏(米 国 日
商岩 井ポー トラン ド シニアマネー ジャー)に しても らい,あ わせ て
会社見学 も行 った。また,現 地採用 のア メ リカ人 か らも,ビ ジネ ス
場面 で使 う日本語 につ いての意 見や 日系企業 で働 く上 でのア ドバイ
スなどを しても らった、こうしたア クテ ィ ビティ も事 前 に十分 な練
習(質間事項 の準備 や敬語の練 習,さ らには・ ビデオやパ ンフ レッ
トな どに よる情報収集)を行 い1オ レゴ ンの 日本 人社 会 を知 り,日
本人 とイ ンターア クシ ョンす る上 で不 可欠 な活 動 と して理解 させ
た吊
このよ うに,コ ースの中でデザイ ン・され たアクティ ビティ以外 に も学習
者 は,さ まざまな揚面 でイ ンター アクシ ョンの機 会 に触 れ る ことがで き
た。例 えば,レ ベル3,4,5では,二 人 の学生(UniversityofOregon
で学ぶ 日本人大学院生石井一成君 と,早 稲 田 の学 部生沼滝佳奈 さん)を テ
ィー チング ・アシス タン トとしてア レンジ し,ク ラスで文法チ ェックやペ
ァワークの練習 な どを手伝 ってもらった、 また,同 じプ ログ ラム に参加 し
てい る早稲 田の学生 との教室外でのイ ンター アクシ ョンも日本語 の習得 に
役立 っていた。オ レゴンポーションでは,早 稲 田の学生 とアメ リカの学生
が同 じ学生寮 の部屋 で生活 できるよ うにア レンジ され ていたので,さ ま ざ
まな 日本語 のア クティ ビテ ィの練 習な どを手伝 って も らう機 会 が多 かっ
た。 こうした ネ ッ トワー クは,東 京 ポーシ ョンで導入 したbuddysys-
temで形成 され た もの も多か った。 また,総 領事館 の計 らいに よ り・領
事公邸 で行 われ た地元 の 目本 人 との懇親会 に招待 され,地 域 の 日本人社会
につ いて理解 を深 め るこ とができた。 この よ うな アクテ ィビテ ィは・ デザ
イ ン次第では,接 触場面 でのイ ンターア クシ ョンが少 ない海外 で も習得 の
機会 が十分 にあ ることを学生 に理解 させ る とともに,教 室場面 以外 で 日本
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人 とのネ ッ トワーク を作 るこ とが,イ ンターアクシ ョン能力の習得 にいか
に重要 であ るか を体験 させ るよい機会 であった。
なお,こ の ような コー スをデザイ ンするにあた 窮 早稲 田 ・オ レゴンプ
ログラムの初年度 に当た る92年度 のプ ログラム(川口1993),及びモナシ
ュ大学 で行 われ たイ マーシ ョンプ ログ ラム(尾崎 ・ネ ゥス トプ ニー1986,
Miyazaki1991,宮崎1992)などでデザイ ン された コー スが参考 にな っ
ている。そこで試 み られ たい くつ かのアクティ ピティ(家庭訪 問に よるイ
ンタ ビューや イ ンタビュー結果 の発表 な ど)は,今 回 のデザイ ンの参 考 と
なった。
以上 のよ うな さまざまなアクティビテ ィは,今 年度 のプログラムでア レ
ンジ したプログラムアシス タン ト(岩崎葉子氏PortlandStateUniver-
sityの大学院生)の 協力 による ところが大 きい。97年度 の プ ログ ラムで
は,コ ーデ ィネー ターで ある筆者 が参加 して問 もなかったために,オ レゴ
ンの 日本人社会 に関す る情報収集や,目 本人 の協力者 リス トなどを作成す
る時間 が十 分 になか った。そのため,イ ンタビューに協力 しても らえる日
本人のア レンジにか な りの時間 を費や さな ければな らなかったが,そ の反
省 か ら,今 年 は オ レゴ ン側 の コー デ ィネ ー ター(PortlandState
UniversityのPatWetzel教授)と,実 際 に,地 域 に住む 日本人社会 の
情報や プログラムに参加 して もらう日本 人 リス ト,さ らにポー トラン ドで
入手でき る日本語 リソース呂》の収集 を,上 記 のプ ・グラムアシス タン トに
依頼 し,プ ログラム開始 直前 まで連絡 を取 り合 い調整 した。海外 で,イ マ
ーションプ・グラムをデヂイ ンす るためには,学 習者 の周 りの社会や文化
を理解 し,学 習環境や地 域の特性 を生 か したプ ログ ラム作 りが必要 になっ
て くる。例 えば,日 本語 の出版物,コ ミュニテ ィ新 聞,目 本 に関す る文化
呂)アシスタントと共に収集 した 日本語のリソースは以下のものであった。
TheYom至uriAmer星ca,北米毎 日 羅府新報,TheRafuMagazine,Oτegon1998-




イベ ン トな どの情報 も詳 しく知ってお く必要 がある。また,そ うした 「日
本事情 」 を収集 し・ プ ・グラムに協力 して くれ る日本人 の リス トを作成
し,地 域 の 日本人 とのネ ッ トワー ク及びネ ッ トワーキ ング(春原1992)を
どのよ うに築 き上げてい くかを学生 に習得 させ ることが,こ れ か らの海外
の 日本語教師の大 きな役割 となってい くだろ う。
5.学 生によるプログラム評価
以上,2っ のポーシ ョンのアクテ ィビテ ィを紹介 したが,東 京 ポーシ ョ
ンとオ レゴンポー シ ョンの 日本語 プ ・グ ラムが どの ように評価 され ていた
か を調 ぺるためにオ レゴンプ ログラム終 了直後,ア メリカの学生 を対象 に
ア ンケー ト調査 を行 った9》。表は,97年 度 と98年 度 のプ・グラム終了後,
ない しは終 了直前 に行 われ た同じ内容 のア ンケー ト調査 で,4技 能 におい
て どれ ぐらい上達 したか を自己評価 させ,非 常 に上達 した,ま たは上達 し
た と自己評価 した割 合 を示 してい る。同一 の学生 で はないので単純 な比較
はで きないが,こ の表 で見 るかぎ りすべての技能 にお いて98年 度 の評価
のほ うが高 い数値 を示 してい るこ とが分 かる(平均9.8%上 昇)。この こと
はイマー シ ョンプ ・グラムを含めた98年 度 のプ ログ ラムが,イ ンター ア
クシ ョン能力 の習得 に効果 が あった と学 習者 が意識 してい ることを示 して
い る。
口頭表現 聴 解1読 解 文章表現 平 均
1997年L 92.1% i94.7%181.6% 76.3% 86.2%
1998年3 100.0% 97.5%Ig5.0% 87.2% 94.9%
平 均 96.1% 96.1%88.3% 81.8%
143人中39人 が 回答(回 答 率90,7%),243人中41人 が回 答(回 答 率93%)
g)"Ore唇onpartners歴pforI皿temationalEducadon"(OPIE)とい う早 稲
田 ・オ レ ゴ ンプ ログ ラ ム の プ ロ グ ラム実施 検 討 委 員 会 に よ るア ンケ ー ト調 査 。
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6.今 後の反省点
以上 の よ うに,98年 度 のプ ・グラムでは,東 京,オ レゴン両 ポーシ ョ
ンで,イ マー シ ョプログラムを導入 し,あ る程度 高い評価 を得 られた が,
今後 の開発 のために,以 下 のよ うな,い くつかの反省すべ き点 があった。
1イ マーシ ョンコース と通常 のコー スの関連
イ マーシ ョンプ ログラムでアクテ ィビテ ィを導入す る場合,事 前準備活
動(理解 のためのアクテ ィビティ)に対す る理解度 が異 なって くる。 レベル
ご とにどの よ うなアクティビテ ィを用意すべきか とい う問題 とあわせ・イ
マーシ ョンプ 買グ ラムを導入 しない通常の コース とどのよ うに リンクさせ
てい くのかについて も考慮 す る必 要 がある・特 に初級 レベル の場合に は,
習得項 目も限 られているので,イ ンターアクシ ョンのためのアクテ ィビテ
ィを導入 して も,結 局未消化 のまま終 わって しまう揚合 が多 い・理想的 に
は,日 本語能力 に合 わせ て レベル ご とに異 なるプ ・グラムをデザイ ンすべ
きであるが,同 じプ・グラムを導入す る場合,一 つの案 として,初 級 レベ
ルの学生 には,文 法及び コ ミュニケー シ ョン能力 の習得 よ り,社 会文化情
報 の処理 に重点 を置 い たコース 〔例 えばネーテ ィブス ピーカー とのイ ンタ
ーア クシ ョンを少 な くし,日 本 事情 的な コースにす る)をデザイ ンして も
いいだろ う。いずれに しても今後検討すべ き問題 である。
2担 当教 師間の共通認識
今年度 のプログラムでは,早 稲 田側 の担当教員 とはワークシ ョップなど
を通 じて,共 通理解 に努 めた;ために,部 分 的なイマー シ ョンプ ログ ラム
(partialimmersionprogram)ではあったが,東 京,オ レゴンポー シ ョ
ンともある程度の成果 が収 め られ た。残念 なが ら,こ れ までチー ムテ ィー
チングを行 って きたア メリカ側 の 日本語教師 とは,こ うした認識 の上で開
きがあ り,イ ンターアクシ ョンのための 日本 語教 育について,基 本的 なコ
ンセプ トを理解 して もらう十分 な時間や機会が得 ら解なかったために,結
局全体 の レベルで行 ったアクティ ビティは限 られて しま った。今後 は,イ
ンターアクシ ョンのための 日本語教育 を十分理解 で きるスタ ッフの人選 も
一208一
必要 となって くるだろ う】%と くに,こ れか らの海外 にお けるイ ンターア
クシ ョンのた めの日本語教育 は,そ の地域 の 「日本事情」 に明るい 日本語
教師 が,プ ログラム をコーディネー トす るべ きで あ り,そ うした能力 は教
師 に不可欠 な資質の一つであると思 われ る。教 師 自身が コーディネー トで
きない場合 には,目今回のプ ・グラムで導入 した よ うな地域 の 日本 人社会 に
明るい 日本人 アシス タン トの協力 を得 ることも考 えられる。イ ンターアク
シ ョン能力 の習得 のためには,実 際使用場面(ネ ウス トプニー1995)での
イ ンターアクシ ョンが不可欠であるとい う認識 をもつ 日本語教 師は増 えて
きているが・イ マー シ ョンプ ログラム をデザイ ンす る教 師は,と くに こう
した意識 をもつ必要 がある。
3日 本 と海外 のイマーシ ョンプ ログラム
早稲 田プ ・グラムは,2種 類 の異 なった環壌 での 日本語学習 がデザイ ン
された。つ ま り東京 ポー シ ョンでは,日 本語 を第二言語(Japaneseasa
SecondLanguage)として,一 方オ レゴンポー シ ョンでは,日 本語 を外
国語<JapaneseasaForeignLanguage)として学習 させてい る。当然
なが ら,扱 う トピックも異な るし,ア クテ ィビテ ィの種類 も違 って くるだ
ろ う。海外 での社会的 ス トラテジーの習得 は,さ まざまな制約 か ら困難 で
あ る と指摘 され てい る(宮崎,ピ ロッタ ・丸 山1996)、イ マー シ ョンプ ロ
グ ラム も,目 本 と海外の異な った学習環境で,と くに学 習ス トラテジーの
面 か ら効果的 なプログラムをどのよ うにデザイ ンすべ きか を考 えていかな
ければ な らない。
斗 評 価








くに教 師 の監督外 での 日本人 とのイン ター アクシ ョン をデザイ ン した揚
合,そ のアクティ ビティー を,ど のよ うに評価 すべ きかは問題 の残 る とこ
ろである。今回のイマーシ ョンプログラムの評価対象 は,ゲ ス トスピー カ
ーの講義 内容 の ま とめや ,イ ンタ ビュー を した結果 の 口頭発表 であ った
が,実 際 の接触揚面 でのイ ンターアクシ ョンをどのよ うに評価す るかは体
系的 に組み込 まれ てい なかったu〕。 また,習 得の 目標 とした学習ス トテテ
ジー の習得 は どの よ うに評価すべ きか。 これ も学習 ス トラテ ジー の実証研
究の方法論 と関連 して今後考察 してい く余地 がある。
7。 終 わ り に
本稿は・早稲 田プ ログラムでの,東 京及 びオ レゴンポー シ ョンで導入 し
た,イ ンターアクシ ョン能力 の習得 を目的 としたイマー シ ョンプログラム
の授業 分析 である。東京,オ レゴン両ポーシ ョンとも,さ まざまな アクテ
ィビティ を導入 し,学 生 の自己評価 も高か ったが,学 習者が 自律 学習 して
いく上で不可欠 な学習者 ス トラテ ジー をどのよ うに習得 させてい くかが今
後の課題 になる。そ のためには,こ れ まで以上 にデザイ ンを詳細 に検討 し
てい く必要 があるだろ う。
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